
同
志
社
大
学
国
文
学
会
カ
報

昭
和
五
十
二
年
国
文
学
会
活
動
状
況

く
教
育
問
題
懇
談
会
・
国
語
教
育
研
究
会
Ｖ
（
八
月
一
日
・
勤
労
会
館
）

　
　
特
設
国
語
の
問
題
点
　
　
四
條
文
子
（
光
華
高
校
）

　
　
定
時
制
高
校
の
現
状
と
国
語
教
育

　
　
　
　
　
兵
庫
県
立
武
庫
高
校
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
川
真
知
夫
（
武
庫
高
校
）

〈
総
会
・
研
究
発
表
会
Ｖ
（
十
一
月
二
十
三
日
・
勤
労
会
館
）

・
実
践
報
告

　
短
歌
教
材
の
可
能
性

・
研
究
発
表

　
平
家
物
語
に
っ
い
て

　
大
正
期
の
労
働
文
学

中
学
二
年
生

広
田
　
収
（
同
志
杜
香
里
高
校
）

谷
口
　
広
之
（
大
学
院
）

前
田
河
広
一
郎
に
つ
い
て

水
上
　
　
熟
（
尼
崎
西
高
校
）

昭
和
五
十
一
年
度
卒
業
論
文
題
目

く
目
本
文
学
古
代
前
期
Ｖ

　
　
播
磨
風
土
記
　
摺
墓
伝
説
考

浦
島
伝
説
に
お
げ
る
伝
承
の
力
に
つ
い
て

『
櫓
山
節
考
』
と
棄
老
伝
説

「
歌
物
語
」
の
成
立
過
程
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
和
歌
史
的
考
察
か
ら

大
伯
皇
女
小
論

万
葉
集
の
代
作
歌

万
葉
集
の
自
然
詠

　
　
　
巻
十
の
分
析
か
ら

山
上
憶
良
論

高
橋
虫
麻
呂

大
伴
旅
人
　
　
　
讃
酒
歌
を
中
心
に

犬
伴
家
持
小
論

大
伴
家
持
論

家
持
の
春
愁
に
っ
い
て

中
　
西
　
純
　
子

工
　
藤
美
智
子

荒
　
木
　
尚
　
世

山立後

海岡藤

西
　
村

浜
　
野

井
　
上

太
　
田

喜
　
田

松
　
村

小
山
田

〈
目
本
文
学
古
代
後
期
Ｖ

　
　
伊
勢
物
語
原
初
形
態
へ
向
げ
て
の
基
礎
的
考
察
　
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七

正三朱

恵幸実

康
　
子

安
　
則

多
喜
子

て
る
子

真
理
子

京
　
子

麗
　
子

田
　
陽

子



道
綱
母
　
　
　
そ
の
愛
を
追
っ
て

『
蜻
蛉
目
記
』

　
　
　
物
詣
か
ら
の
一
視
点

『
蜻
蛉
日
記
』

　
　
　
道
綱
母
の
心
理
的
内
面

清
少
納
言
論

紫
式
部
論

　
　
　
「
女
」
と
し
て
の
そ
の
素
顔

源
氏
・
明
石
物
語
の
創
造
性

　
　
　
霊
験
課
と
か
か
わ
っ
て

源
氏
物
語
の
和
歌
と
自
然

　
　
　
花
・
紅
葉
を
め
ぐ
っ
て

源
氏
物
語
の
方
法
と
夢

源
氏
物
語
論

〈
目
本
文
学
中
世
Ｖ

　
　
梁
塵
秘
抄

　
　
新
古
今
前
後
に
お
げ
る
定
家
的
世
界
に
つ
い
て

　
　
愚
管
抄
に
お
げ
る
文
芸
的
側
面
の
考
察

　
　
町
衆
文
学
の
方
法
と
展
開

今
　
西

河
　
端

西
　
川

加
瀬
田

江
　
上

平
　
田

平Ｈノ奥赤宮玉守

山本田松脇Ｈノ本

和

代

み
な
み

真
由
美

聡
　
子

恵
　
子

郁

子

真
理
子

真
　
貴

浩
　
久

充
　
子

由
紀
江

八
重
子

　
　
進

能
の
人
問
た
ち
『
平
家
物
語
』
を
ふ
ま
え
て

観
阿
弥
研
究

「
義
経
記
」
と
謡
曲

謡
曲
「
井
筒
」
の
心
理
劇
的
構
造

観
世
小
次
郎
信
光
に
つ
い
て
の
考
察

狂
言
に
お
け
る
『
鬼
』
の
一
考
察

「
閑
吟
集
」
に
お
け
る
小
歌
に
つ
い
て

〈
目
本
文
学
近
世
Ｖ

　
　
『
好
色
一
代
男
』

　
　
　
　
　
そ
の
編
集
と
改
稿

　
　
「
好
色
五
人
女
」

　
　
『
好
色
五
人
女
』

　
　
「
好
色
一
代
女
」
考

　
　
好
色
一
代
女
考

　
　
『
本
朝
二
十
不
孝
』

　
　
世
間
胸
算
用
考

　
　
「
野
ざ
ら
し
紀
行
」

　
　
　
　
　
芭
蕉
の
生
き
方

　
　
『
出
世
景
清
』
論

二
二
八

菅若佐永下大坂

原狭古原出塚本

大
久
保

阿
座
上

太丹山宮大稲

田田田Ｈノ政
菊
　
子

夏
　
子

成
　
美

裕
　
子

祐
太
郎

雅
　
子

多
賀
子

陽頂，玲路

葉
　
佳

香律子子子子操子



　
１
そ
の
近
世
的
諸
相
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
式
性
を
め
ぐ
っ
て

近
松
の
心
中
物
の
悲
劇
構
成
と
手
法

「
曽
根
崎
心
中
」
に
つ
い
て

「
用
明
天
王
職
人
鑑
」
論

　
－
近
世
化
を
め
ぐ
る
一
考
察

〈
目
本
文
学
近
代
・
現
代
Ｖ

　
　
鏡
花
に
お
げ
る
故
郷
の
問
題

　
　
高
山
樗
牛
論

　
　
「
夢
十
夜
」
に
お
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ソ
の
影
響

　
　
『
行
人
』
考

　
　
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
の
死
の
イ
メ
ー
ジ

　
　
『
こ
こ
ろ
』
論

　
　
近
代
詩
に
お
げ
る
く
像
Ｖ
の
自
立

　
　
　
１
『
月
に
吠
え
る
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
立
史
の
間
題

　
　
谷
崎
潤
一
郎
研
究
　
　
女
と
老
人

　
芥
川
竜
之
介
論

和西黒福岩渡藤鈴高平大加浜

田谷津

　
　
融

茂
　
樹

日
出
子

岡
　
恵

井辺原木倉嶋北藤口

祐孝

子子夫

　
　
恵

二
美
子

佐
代
子

三
津
子

正節頃Ｊ

明子子

芥
川
竜
之
介

　
　
　
芥
川
が
”
歴
史
物
”
に
求
め
た
も
の
　
　
武

宮
沢
賢
治
論
　
　
　
そ
の
信
仰
と
文
学
　
　
　
　
桑

宮
沢
賢
治
の
童
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

宮
沢
賢
治
論
　
　
　
淋
し
さ
の
研
究
　
　
　
　
　
青

宮
沢
賢
治
の
フ
ア
ソ
タ
ジ
ー

　
　
　
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
を
中
心
に
　
　
　
　
藤

宮
本
百
合
子
論

　
　
　
現
実
認
識
と
創
作
方
法
　
　
　
　
　
　
中

梶
井
基
次
郎
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

堀
辰
雄
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡

丸
山
薫
論

　
　
　
そ
の
詩
的
世
界
の
構
造
を
探
っ
て
　
　
　
岡

太
宰
治
「
斜
陽
」
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森

『
人
問
失
格
』
論
　
　
　
　
　
　
　
　
浪

太
宰
治
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊

太
宰
治

　
　
　
弱
さ
を
武
器
と
す
る
こ
と
の

　
　
　
　
　
　
文
学
的
意
味
を
め
ぐ
っ
て
－
　
大

太
宰
治
の
倫
理
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九

藤原桑木野島崎辺田江藤熊橋

智
恵
子

敏
　
子

朋
　
子

英
　
樹

晴

美

い
づ
み

彰
　
子

美
　
紀

善
充

真
理
子

利
美
代

治
喜

剛裕

彦普



武
田
泰
淳
論

　
　
　
そ
の
人
間
把
握
を
中
心
に

安
部
公
房
　
　
　
日
常
性
と
の
闘
争

辻
邦
生
論

高
橋
和
巳
論

高
橋
和
已
試
論

大
江
健
三
郎
の
世
界

五
木
寛
之
論

山
川
方
夫
研
究

〈
国
語
学
Ｖ

　
　
「
聖
」
と
い
う
語
の
受
げ
入
れ

　
　
言
語
表
現
と
わ
が
西
遊
記

　
　
言
語
意
味
論

　
　
　
　
　
言
語
過
程
説
に
於
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
味
に
関
す
る
一
考
究

　
　
近
世
目
本
の
外
来
語

　
　
芭
蕉
発
句
の
用
語
の
変
遷

　
　
　
　
　
「
軽
み
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
現
の
関
係
を
追
っ
て

市若三瀬妹元小
ー

ヒ↓坂大山植

［〃井橋戸尾畑村田獄口松

村
　
中

ま
　
　
り

由
美
子

典
　
子

　
　
修

雄
太
郎

　
　
宏

紀
公
子

佳
代
子

忠和成洋昌

敬好夫子恵

一
四
〇

誹
風
「
柳
多
留
」
に
お
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
特
徴
的
た
表
記
法
の
研
究

明
治
中
期
に
お
げ
る
人
称
代
名
詞

「
金
閣
寺
」
に
お
げ
る
三
島
由
紀
夫
の
文
体

京
こ
と
ぱ
の
美
し
さ

　
　
　
主
に
計
量
的
観
点
よ
り

京
こ
と
ば
の
美
し
さ
に
つ
い
て

京
わ
ら
べ
う
た
の
特
徴

十
津
川
地
方
に
お
げ
る

　
「
助
動
詞
・
助
詞
・
人
代
名
詞
」
に
つ
い
て

津
軽
地
方
に
お
げ
る
方
言
調
査
研
究

　
　
　
三
つ
の
語
彙
に
っ
い
て

山津山大高八

内村下石松木

桜
　
本

石
　
動

昭
和
五
十
一
年
度
修
士
論
文
題
目

　
　
作
老
名
記
載
の
有
無
よ
り
万
葉
集
の
編
纂
意
識
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
鴬

　
　
藤
原
為
時
伝
孜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田

　
　
平
家
物
語
　
　
　
語
り
物
と
し
て
の
検
討
　
　
　
生
　
形

　
　
晩
年
の
世
阿
弥
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
本

美節法真秀恵

鈴子子子継子

泰
　
司

幸
　
夫

秀孝貴京

仁夫重子



予
　
告

土
橋
寛
教
授
（
明
治
四
十
二
月
二
十
七
日
生
）
は
明
年
に
は
め
で
た

く
古
稀
の
年
を
お
迎
え
に
な
り
ま
す
。
こ
の
慶
事
の
祝
賀
記
念
の
た
め

に
教
授
知
友
の
諾
先
生
、
関
係
者
の
御
寄
稿
を
お
願
い
し

　
　
土
橋
寛
教
授
古
稀
記
念
論
文
集

を
編
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
書
は
、
笠
間
書
院
杜
長
池
田
猛
氏
の
一
方
た
ら
ぬ
御
厚
意
に
よ
り
刊

行
さ
れ
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
こ
の
旨
を
予
告
し
、
関
係
者
各
位
の
尽
大
な
る
御
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
一
目

同
志
杜
大
学
国
文
学
研
究
室
気
付

　
　
　
土
橋
　
寛
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
責
任
者
　
　
南
波
浩

●
●
●
　
■

会
費
改
定
に
あ
た
っ
て

　
昭
和
五
二
年
度
定
期
総
会
（
５
２
・
１
１
・
２
３
）
に
お
い
て
、
本
学
会
会
費
を
、

昭
和
五
三
年
度
か
ら
、
二
、
○
○
○
円
に
改
定
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
の
お
り
、
大
幅
増
額
の
好
ま
し
く
匁
い
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
雑

誌
発
行
・
会
報
発
行
な
ど
の
、
学
会
と
し
て
の
基
本
的
な
活
動
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
や
む
を
え
な
い
措
置
で
Ｌ
た
。

　
会
員
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
の
事
情
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
同
窓

知
友
の
方
に
、
復
会
・
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
る
な
ど
、
ひ
ぎ
っ
づ
き
木
学
会

の
た
め
に
積
極
的
な
お
力
ぞ
え
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
　
（
学
会
会
計
）

　
　
　
編
集
後
記

　
本
号
は
河
野
講
師
の
を
除
い
て
、
す
べ
て
卒
業
生
の
論
文
で
あ
る
。
最
近
の

本
誌
の
紙
面
に
は
、
卒
業
生
の
活
発
な
研
究
活
動
が
反
映
し
て
い
る
。
よ
う
や

く
本
学
会
の
地
歩
が
固
ま
っ
て
き
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
う
え
は
、

本
誌
が
広
く
国
文
学
界
で
も
注
目
さ
れ
る
存
在
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
研
鎖
に

努
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
学
界
の
活
動
は
機
関
誌
の
発
行
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
年
二
回
の
機
関
誌
の
発
行
を
実
現
し
た
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玉
　
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一




